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要 旨 

みなとみらい 21 地区のグランモール公園での再整備工事に先立ち、鳥類、昆虫類調査を行った。鳥類は 9 科 13 種が確

認され、多くが留鳥であり、また、都市鳥であった。トンボ類は 2 科 7 種、チョウ類は 5 科 9 種が確認され、公園区画別

の出現状況は鳥類同様、水辺環境の有無や食餌植物の有無、隣接地の環境等に影響を受けることが示唆された。極めて都

市的な環境下にある当該地では、再整備により生物相の変化が比較的顕著に表れると考えられ、公園の面積や形状、周辺

環境を考慮した空間づくりが重要と言える。今後は、再整備後の追跡調査を行い、出現状況の変化を考察する予定である。 

 

１．はじめに 

横浜市みなとみらい 21 地区にあるグランモール公園

（23,102 ㎡）では、平成 27 年 5 月から再整備工事が行

われており、第 33 回全国都市緑化よこはまフェアみな

とガーデン会場等として使用するための工事休止（平成

29 年 3 月から 10 月までの予定）を経て、平成 30 年春に

完成を予定している。再整備にあたっては、「快適な環境

を次世代に継承するグリーン 1)」を実現する場として、

緑の創出を通じて、緑の多様な効果が感じられる豊かな

空間づくりを行うこととしており、地区内の公園緑地や

公開空地、屋上緑化等の緑と連携した生物のネットワー

ク形成にも寄与することが期待されている。 

生物の生息空間として、再整備前後の生物生息状況を

詳細に把握、比較することは、今後の都心部における公

園緑地の設計等への一助にもなると考えられる。 

本報告では、工事実施直前にあたる平成 26（2014）年

度に実施した生物調査の結果について紹介し、生物生息

状況を簡単に考察する。 

 

２．調査内容 

2-1 概要 

横浜市西区にある近隣公園であるグランモール公園

（平成 3 年 12 月開園）を踏査し、目視で確認可能な鳥

類、トンボ・チョウ類について、出現状況を定量的、定

性的に記録した。定量的調査としては、あらかじめ設定

したルートを一定の速度で踏査し、一定範囲内に確認さ

れた種を記録するルートセンサスを行い、定性的調査と

しては、調査対象地域を任意に踏査し、確認された種を

記録する任意調査を行った。 

 

 

2-2 調査地域 

調査対象地域であるグランモール公園は、南北に細長

く、道路を境界として 4 区画に分かれている。本報告で

は、4 区画に対し、便宜的に南側から、記号Ａ～Ｄを付

与し、結果はそれらを用いて示す。表 1、図 1 に、記号

と区画名、およその距離（各区画の端から端までの長さ）

とルートセンサスに要した時間を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

2-3 調査方法 

以下に、鳥類、トンボ・チョウ類の調査方法を示す。 

2-3-1 鳥類調査 

初夏（繁殖期）および冬季（非繁殖期）の 2 回実施 

した。早朝に、調査対象地域を南端から北端へ向かって

一直線に時速 1～2 ㎞で踏査しながら、周囲 25ｍの範囲

に出現した種、個体数、行動等を記録した（ルートセン

サス法）。また、ルートセンサス時間外に調査対象地域を

任意に踏査し、確認された種、行動等を記録した（任意

調査）。 

2-3-2 トンボ・チョウ類調査 

初夏、夏季および秋季の 3 回実施した。日中に、鳥類

ルートセンサスと同じルートを時速 1～2ｋｍで踏査し

ながら、出現した種、個体数、行動等を記録した（ルー

トセンサス法）。また、ルートセンサス時間外に調査対象

地域を任意に踏査し、確認された種、行動等を記録した

（任意調査）。 

記号 区画名
距離

（道路含む）
ルートセンサス
に要した時間

時速

A ヨーヨー広場 約200ｍ 10分 1.2km/h
B 美術の広場 約250ｍ 12分 1.25km/h
C 41-42街区前 約200ｍ 10分 1.2km/h
D 45-46街区前 約150ｍ 8分 1.125km/h

表 1 調査対象地域 記号と区画名 

18



A B C D A B C D A B C D
ハト目 ハト科 ドバト（カワラバト）

Columba livia var.domesticus 14 7 2 2 29 21 + 2 43 28 2 4
A:地上で採餌（初夏・夏）、繁殖ディスプレー（初夏）

ハト目 ハト科 キジバト
Streptopelia orientalis 1 1 + 1 1

B:さえずり確認（初夏）。

スズメ目 セキレイ科 ハクセキレイ
Motacilla alba + + 2 1 1 + 1 1 2

D:人混みのなか地上歩行（冬）。

ヒヨドリ科 ヒヨドリ
Hypsipetes amaurotis 2 41 23 3 2 41 23 3

B:近くの植栽（クロガネモチ）の実に飛来（冬）。
C:近く植栽（シャリンバイ）の実に飛来（冬）。

スズメ目 ツグミ科 イソヒヨドリ
Monticola solitarius + +

A:ランドマークタワーにて繁殖（餌運び）
B:秋（9/22）に確認した。

ツグミ科 ツグミ
Turdus naumanni 2 2

B:近くの植栽（クロガネモチ）の実に飛来（冬）。

メジロ科 メジロ
Zosterops japonicus + 4 + 2 + 4 + 2

スズメ目 アトリ科 カワラヒワ
Carduelis sinica + 2 + 2

B:冬季にカワラヒワのものと思われる巣を確認した。

スズメ目 ハタオリドリ科 スズメ
Passer montanus 6 13 + 1 1 15 + + 7 28 + 1

A:店のひさしで繁殖
B:美術館シャッターで営巣。巣立ち幼鳥・交尾確認。

スズメ目 ムクドリ科 ムクドリ
Sturnus cineraceus 12 4 1 + 12 4 1

B:地上で採餌（初夏）。
B:近くの植栽（クロガネモチ）の実に飛来（冬）。

スズメ目 カラス科 オナガ
Cyanopica cyana 3 + + 3 + +

B:近くのカラスに威嚇、営巣と推察。冬季に巣を確認。
D:採餌。親子で樹冠移動（初夏）。

スズメ目 カラス科 ハシボソガラス
Corvus corone + + + + + + +

B:噴水池で水飲み（初夏）。

スズメ目 カラス科 ハシブトガラス
Corvus macrorhynchos + 3 1 + 1 3

6種 8種 6種 7種 6種 9種 4種 6種 8種 11種 8種 9種
2種 5種 3種 6種 5種 6種 1種 3種 5種 9種 4種 8種

20個体 36個体 7個体 11個体 34個体 84個体 23個体 7個体 54個体 120個体 30個体 18個体

注）センサス調査時に確認された個体数を数値で、センサス調査時間外に確認されたものを「+」で示した。センサス調査において調査距離、調査に要した時間は区画ごとに異なる。

センサス時確認個体数

注目行動ほか

総確認種数
センサス時確認種数

科名 種名
初夏（繁殖期） 冬季（非繁殖期） 2季合計

目名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4 調査実施日 

調査は、降雨が無く、風があまり無い日を選定し、表

2 に示す日時に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

３．結果と考察 

3-1 鳥類調査 

3-1-1 出現概況 

鳥類調査結果を表 3 に示す。2 季の調査で 9 科 13 種の

鳥類が確認された。 

確認された鳥類のうち、多くが 1 年中市内に見られる

留鳥であった。春や秋のみに見られる旅鳥、夏のみに見

られ、繁殖を行う夏鳥は確認されず、冬のみに見られる

冬鳥としてツグミが確認された。 

また、多くが都市鳥と呼ばれる、都市の環境に適応し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た鳥類であった。ハシブトガラスやドバト（カワラバト）、

街なかで集団ねぐらを作り、各地で問題化しているハク

セキレイ（写真 1）、ムクドリ等は都市環境を代表する種

と言える。キジバトは群れることはないものの、比較的

古い 1960 年代から都市での繁殖事例が報告されるよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象 時季 調査時間
センサス
調査時間

天候

初夏 2014/6/26 （木） 5:40-13:20 5:50-6:30 晴一時曇

冬季 2015/1/16 （金） 7:20-10:35 7:20-8:00 快晴

初夏 2014/6/26 （木） 5:40-13:20 10:00-10:40 晴一時曇

夏季 2014/8/19 （火） 10:20-11:55 10:20-11:00 快晴

秋季 2014/9/22 （月） 9:45-13:05 10:20-11:00 快晴

昆虫類
（トンボ・
チョウ類）

調査日

鳥類

表 3 鳥類出現状況一覧 

表 2 調査実施日時 

区画Ｄ          区画Ｃ           区画Ｂ           区画Ａ 

図 1 調査対象地域概要 

写真 1 隣接する工事現場へ向かう作業員の 

足元を歩くハクセキレイ（区画Ｄ：2015/1/16） 
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になり 2)、今は普通に見られる。 

カワラヒワは神奈川県レッドデータブック 3)において、

希少種（繁殖期）に指定されている種であるが、都市鳥

として都市への進出も指摘されている 2)。生息確認は、

公園北側に隣接する開けた草地（空地）の存在が寄与し

ている可能性がある。 

ハシボソガラスは農耕地等で見られることが多い種で

あるが、過去の調査事例をもとに横浜では市街地内にお

ける出現頻度が高い 4)とする報告も見られる。 

3-1-2 季節別比較 

関東で一般的に都市に見られる鳥類としては、シジュ

ウカラ、メジロ、ヒヨドリ等が挙げられるが、シジュウ

カラは確認されず、メジロ、ヒヨドリは冬季のみに確認

された（表 4）。いずれも、本来は樹林性の鳥類であり、

都市鳥とはいえ、確認されたその他の都市鳥とは性質が

異なる可能性がある。 

シジュウカラは、平成 24（2012）年度に実施した調査
5)によると、グランモール公園に近く、同様に街なかにあ

る山下公園（中区：74,121 ㎡）や横浜公園（中区：63,787

㎡）では初夏にも冬季にも確認される種であった。また、

人工地盤上の大規模都市緑地における生物相等の評価を

行った報告 6)によると、品川セントラルガーデン（東京

都港区および品川区：約 18,200 ㎡；2010～2011 年調査）

では、通年見ることができ、繁殖も確認されている一方、

なんばパークス屋上公園（大阪府大阪市：約 11,500 ㎡；

2009～2011 年調査）では、「これまで記録はないが、今

後記録される可能性の高い種」とされている。本種は中

下層に広葉樹のある林を好むと言われており 7)、生息密

度は植生の階層構造の違いや（対象地周辺を含む）広範

囲での樹木面積率の違い等が影響している可能性が指摘

されている 8)。調査当時のグランモール公園には、芝生

等の草本、ツツジ類等の低木、列植されたクスノキ等の

高木が見られるものの、階層構造を有しているとは言い

難く、本種の好む環境とはなっていないようである。ま

た、グランモール公園は細長く、帯状の形状をしており、

公園周辺の環境の影響を受けやすいと考えられる。面積

としては山下公園、横浜公園と品川セントラルガーデン、

なんばパークス屋上公園の中間であるが、出現状況は周

辺環境を反映した結果と言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 に示した公園において、メジロはいずれも繁殖期

には確認されていない。ヒヨドリは品川セントラルガー

デン、なんばパークス屋上公園では繁殖期にも確認され

ているが、通年、安定的に確認されているのはなんばパ

ークス屋上公園のみのようである。品川セントラルガー

デンではヒヨドリを、メジロとともに「記録が少なかっ

たり、確認されなかったりする種」として挙げている。 

グランモール公園においては、ヒヨドリは初夏に確認

されなかった一方で、冬季には最も多く見られた鳥（最

優占種）となった。ムクドリ、ツグミとともに、対象地

域内外の植栽木（クロガネモチ）に多数が飛来し、実を

食していたためで（写真 2）、実をつける植栽木に特定の

鳥類が集中するのも都市環境らしいと言えるかもしれな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-3 区画別比較 

区画Ａにおいてイソヒヨドリが確認されたのは、海の

近くの都市を特徴づけるものと言える。本種も都市部へ

の進出が指摘されている 2)。区画Ａに隣接するランドマ

ークタワーにて繁殖（巣へのエサ運び）を確認した。 

区画Ｂは帯状の公園のなかでも、比較的幅が広く、鳥

類確認種数、個体数が多かった。面積が広いだけでなく、

広い開放水域があること、メタセコイア、ケヤキ等、他

の区画より樹高の高い木があること、公園沿いの施設に

屋上・壁面緑化が施されていること等、特に立体的な環

境の多様性が高いことに起因しているものと考えられる。

スズメやオナガの繁殖が確認され、キジバトやカワラヒ

ワも繁殖していた可能性がある。 

 

3-2 トンボ・チョウ類調査 

3-2-1 出現概況 

トンボ・チョウ類調査結果を表 5 に示す。3 季の調査

で 2 科 7 種のトンボ類、5 科 9 種のチョウ類が確認され

た。 

公園内では、都市部で用いられることの多いクスノキ

やタブノキが植栽されており、それを食樹とするアオス

ジアゲハが比較的多く確認され、当該地域を特徴づける

ものの 1 種と言える（写真 3）。本種は都市部での増加傾

向が指摘されている 9)。公園全体にまとまりのある樹林

はなく、流水環境は少ないため、それらの環境に見られ

る種は少なかった。 

3-2-2 季節別比較 

本調査は、初夏～秋と気温の高い時季のみに実施して

いるが、秋季には、比較的移動性の強い（移動能力の高

い）アキアカネやセセリチョウ類等が確認され、総確認 

表 4 各公園における鳥類 3 種の確認状況 

写真 2 クロガネモチの実を食べるヒヨドリ 

（区画Ｂ近く：2015/1/16） 

山下公園 横浜公園
グランモール

公園

品川
セントラル
ガーデン

なんばパーク
ス屋上公園

74,121 63,787 23,102 18,200 11,500

シジュウカラ 繁殖期 ○ ○ ○

非繁殖期 ○ ○ ○

メジロ 繁殖期

非繁殖期 ○ ○ ○ ○ ○

ヒヨドリ 繁殖期 ○ ○

非繁殖期 ○ ○ ○ ○ ○

【凡例】　○：確認されている。　　空欄：確認されていない。

注）グランモール公園以外のデータについては、引用文献 5)および 6)から引用。

公園面積（㎡）
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種数は 13 種と多かった。 

高温となる夏季は、トンボ類 2 種、チョウ類 2 種と非

常に限られた種のみが確認された。 

3-2-3 区画別比較 

区画Ｂには大きな開放水域があり、開放的な止水域に

見られるギンヤンマ、シオカラトンボの他、産卵に訪れ

るトンボ類の確認が多かった。水域周辺に植物（沈水植

物、抽水植物、水際に植栽されたもの等）は無く、横浜

公園 5)の池等で確認報告のあるイトトンボ類は確認され

なかった。 

また、ヤブガラシやシロツメクサ等、非意図的に生育

しているいわゆる雑草があり、吸蜜に訪れるチョウ類等

が確認されやすい状況であった。 

花壇が設置され、時季に合わせた花が咲く区画Ｃ、Ｄ

では、訪花、吸蜜するチョウ類が多く確認された。 

区画Ｄでのウスバキトンボの確認は、カワラヒワ同様、

北側に隣接する草地の存在が寄与している可能性が考え

られた（写真 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 その他 

トンボ、チョウ類以外の昆虫では、アオドウガネ等の

植食性の甲虫類や、訪花性のハチ類、スズメバチ類、ア

リ類、セミ類等を確認した。水辺環境では、ヒメアメン

ボ、ミズムシ科の一種等の水生半翅類を確認した。 

区画Ｂでは、樹木ネームプレート裏にニホンヤモリ 1

を確認した（写真 5）。当該地域において、一生を完結す

る爬虫類は本種のみと推察され、両生類の生息は難しい

と考えられる。前述の横浜公園 5)では、ニホンヤモリの

ほか、ニホンカナヘビ、アズマヒキガエルの生息が確認

されている。 

 

４．まとめ 

極めて都市的な環境下にあるグランモール公園で確認

された生物は、一般に都市環境に適応しているとされる

種の割合が非常に高かった。種組成、種数、個体数は水

辺環境の有無、花や実、葉が餌となりうる食餌植物の有

無、隣接地の環境等に影響を受けることが考えられるが、 

表 5 昆虫類（トンボ・チョウ類）出現状況一覧 

A B C D A B C D A B C D A B C D
トンボ目 ヤンマ科 ギンヤンマ

Anax parthenope julius
+ +

トンボ目 トンボ科 シオカラトンボ
Orthetrum albistylum speciosum

1 1 + + + 2 + +

トンボ目 トンボ科 ウスバキトンボ
Pantala flavescens

5 6 + 5 6
B:幼虫（ヤゴ）も確認。

トンボ目 トンボ科 コシアキトンボ
Pseudothemis zonata

1 1

トンボ目 トンボ科 コノシメトンボ
Sympetrum baccha matutinum

9 9
B:連結、産卵（秋）。

トンボ目 トンボ科 アキアカネ
Sympetrum frequens

1 2 + 1 2 +

トンボ目 トンボ科 ネキトンボ
Sympetrum speciosum

2 2

チョウ目 セセリチョウ科 イチモンジセセリ
Parnara guttata guttata + 1 + 1 2 + 1 3

B:シロツメクサに訪花（秋）。
C：訪花（夏）。花壇付近飛翔（秋）。
D:訪花（夏・秋）。

チョウ目 セセリチョウ科 チャバネセセリ
Pelopidas mathias oberthueri

1 1
C:マリーゴールドに訪花（秋）。

チョウ目 シジミチョウ科 ウラギンシジミ
Curetis acuta paracuta

+ +

チョウ目 シジミチョウ科 ヤマトシジミ
Pseudozizeeria maha argia ＋ 1 1 2 2 1 1 2 3 1

B:ヤブガラシに訪花（初夏）。
C:訪花（初夏）。花壇付近飛翔（秋）。
D:花壇付近飛翔（秋）。

チョウ目 タテハチョウ科 アカボシゴマダラ
Hestina assimilis assimilis

+ +

チョウ目 アゲハチョウ科 アオスジアゲハ
Graphium sarpedon nipponum 1 1 2 ＋ 1 1 + 2 + 1 4 1 4 +

A:クスノキ付近飛翔（初夏・夏・秋）。
C:タブノキ付近飛翔（初夏・夏）。
花壇付近飛翔（秋）。

チョウ目 アゲハチョウ科 ナミアゲハ
Papilio xuthus

＋ +
B:ヤブガラシに訪花（初夏）。

チョウ目 シロチョウ科 キタキチョウ
Eurema mandarina

＋ 1 1 + 1 1
D:訪花（秋）。

チョウ目 シロチョウ科 モンシロチョウ
Pieris rapae crucivora

＋ 1 ＋ 1 +

2種 7種 4種 1種 1種 2種 3種 4種 4種 10種 5種 3種 4種 14種 8種 6種
1種 4種 3種 0種 1種 2種 1種 2種 3種 4種 4種 3種 3種 9種 5種 4種

1個体 4個体 4個体 0個体 1個体 6個体 1個体 7個体 4個体 15個体 5個体 4個体 6個体 25個体 10個体 11個体

注）センサス調査時に確認された個体数を数値で、センサス調査時間外に確認されたものを「+」で示した。センサス調査において調査距離、調査に要した時間は区画ごとに異なる。

センサス時確認種数
センサス時確認個体数

初夏 夏季 秋季
注目行動ほか目名 科名 種名

総確認種数

3季合計

写真 3 アオスジアゲハ（区画Ｂ：2014/6/26） 写真 4 ウスバキトンボと区画Ｄ北側の環境 

（2014/8/19） 
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区画ごとの調査結果の違いはそれを支持するものであっ

た。つまり、再整備により生物生息環境に配慮した空間

づくりができれば、生物相の変化は比較的顕著に表れる

可能性がある。ただし、種の多様性が概して低い都市環

境においては、冬季のヒヨドリの増加のように単一種が

爆発的に集中（飛来）あるいは繁殖するといった事態も

考えられ、注意を要する。公園面積や形状、周辺の環境

を考慮し、公園内だけで生物の生息を完結させるのでは

なく、採餌場や移動経路として機能させることも重要と

考える。 

また、都市的な環境下にはビル風、建物によるふく射

やコンクリートによる蓄熱等、ヒートアイランド現象と

してくくられる特有な風、熱条件があり、これらは少な

からず生物の生息状況にも影響を与えていると考えられ

る。平成 26（2014）年度は生物調査だけでなく、園路等

での微気象観測調査も実施しており 10)、ともに再整備後

の事後調査を実施する予定となっている。 

                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事中である平成 27（2015）年は工事現場としてフェ

ンスに囲まれたメタセコイアでオナガの営巣、繁殖が確

認された。都市に生きる生物の適応能力は目を見張るも

のがあり、再整備前後の結果比較のみならず、長期的な

視点での生物相変化の把握が重要であると考えられる。 
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